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 付属資料 1– ハンドリングボート規則 

1 全般  

艇をイコライズ（対等にすること）するためにすべての妥当な措置が取られてい

る限り、艇の差異は救済の根拠とはならない。この項は RRS62 を変更している。 

 

2 禁止されるアイテム（品目）と行為 

緊急時または損傷や負傷を予防するため、またはアンパイア及びレース委員会が

指示した場合を除き、次のことは禁止されている。 

2.1 支給された装備に何かを付け加えたり省略したり、あるいは変更を施すこ

と。 

2.2 船外機を取り外すこと。また、レース中、船外機をチルトアップせずに帆

走すること。その際、エンジンの振動により船外機がダウン（海に浸った

状態）してしまう場合は、雑索でチルトアップした状態に固定すること。 

2.3 意図された目的や、特に許された目的以外に装備を使用すること。 

2.4 RC の許可を得ずに装備を交換すること。 

2.5 重大な損傷を引き起こすことが予期できるような方法で艇を帆走すること。 

2.6 それ自体を使用しているときを除き、通常の保管位置から装備を移動する

こと。 

2.7 前もって許可を得ずに艇に乗り込むこと。 

2.8 必要とされるダメージ・デポジットを支払わずに、あるいは RC の許可な

しで、またはレース日において陸上で「AP」旗が陸上で掲揚されている

ときに、バースや係留場所から艇を出すこと。 

2.9 艇を上架したり、喫水線以下を清掃したりすること。 

2.10 ハルやデッキにパーマネントインクで直接マーキングすること。残痕を残

すようなテープの使用。 

2.11 フラットナーをリーフとして使用したり、リーフラインをアウトホールと

して使用したりすること。 

2.12 フォアセールのシートを交差してウインチングすること。 

2.13 ウインチにシートを取る前に、ヘッドセール・カーやターニング・ブロッ

クを省くこと。 

2.14 バックステイ以外のスタンディングリギンのテンションを調整したり変更

したりすること。 

2.15 メインシート、バックステイ、ヴァングの調整にウインチを用いること。 

2.16 スピンネーカー・ポールを、フォアセールを張り出すために使用すること。 

2.17 スピンネーカーの帆布にラインを取り付けること。 
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2.18 たとえテルテールを取り付けるためであっても、セールに穴をあけること。 

2.19 無線交信すること（携帯電話を含む）。ただし損傷の報告、RC の要請に

対して応答する場合を除く。 

2.20 SI 6 で許されているもの以外の電子機器を使用すること。 

2.21 スタート信号後、クロースホールドで数秒以上帆走しているとき、メイン

ブームの位置は、コックピットフロアーのブロックから出ているメインシ

ート及びヴァングによってのみコントロールしなければならない。 

2.22 タッキングやジャイビングを促進するため、またはクルーメンバーが艇外

に体を乗り出すのを助けるために、シュラウド（すべてのインナーシュラ

ウドを含む）のロワーボトルスクリュー（ターンバックル）より上部をつ

かむことは禁じられる。 

2.23 ハンドリングボート規則 2.16, 2.21 または 2.22 の違反は艇による抗議の対

象とはならず、RRS C8.2 に基づくレース委員会による処置に属する。こ

の項は RRS C6.2 と C8.2 を変更している。 

3 容認されるアイテム（品目）と行為－以下の項目は許される。 

3.1 以下の装備を積み込むこと 

(a)ウインチハンドル 

(b)工具 

(c)リペア用具 

(d)救急用品 

(e)ハンディ―GPS 

(f)双眼鏡  

(g)ライフジャケット 

(h)メインシート 

(i)ジブシート 

(j)スピンシート 

(k)船外機を固定する為の雑索 

3.2 以下のために 3.1 の装備を用いること 

(a)ライン、セール、シートがもつれるのを防ぐ。 

(b)テルテールの取り付け。 

(c)セールの損傷または艇外への落下防止。 

(d)コントロールのセッティングをマークすること。 

(e)小修理の実施と許された範囲での調整。 

(f)RRS C6 に関する信号を発するため。 

(g)個人の安全のため。 

3.3 メインシートの巻き数（purchase）を変えること。 
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4 義務である項目と行為 ― 以下は許可される行為である。 

4.1 たとえダメージやロスの記録がなくても、艇を離れる前にダメージレポート

文書を完成し、RC に提出すること。レポートには、ダメージの原因あるい

は今後のレースで艇に不利益をもたらすかもしれない事柄の証言を含めなけ

ればならない。艇の乗換えが水上で行われる場合には、報告は RC に対し口

頭でできるだけ早く行わなければならない。 

4.2 セーリングしたそれぞれの日の終わりに以下を行うこと。 

(a) 指示されたとおりにセールをたたみ、バッグに入れ、しまうこと。 

(b) その日の始めに乗り込んだ時と同じようにきれいに清掃して艇を離

れること。 

(c) バックステイのテンションを緩めること。 

4.3 最終日の終了時の固有の艇について、艇の清掃（キャビンとデッキ）、すべ

てのゴミ、テープやマークの除去。 

4.4 いかなるやり方でも艇の装備の変更の要求は書面で行い、文面は Yes/No で

回答できる文章でなければならない。 

4.5 バースや係留場所との往復において、速度制限や航路標識を含むあらゆる規

制に従うこと。 


